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単位（％） 

令和７年度 (2025年度) 学校評価について【北海道星置養護学校石狩紅葉山校舎】 

 

１ 保護者評価について 

 (1) 回答率 

ア 石狩紅葉山校舎小学部 91.6％（33名提出／36名在籍） 

  イ 石狩紅葉山校舎中学部  100％（14名提出／14名在籍） 

  ウ 石狩紅葉山校舎全体    94％（47名提出／50名在籍） 

(2) 結果   

ア 評価点    

評価Ａ：達成できている      評価Ｂ：おおむね達成できている 

評価Ｃ：あまり達成できていない  評価Ｄ：達成できていない。 

イ 図１は 10の評価項目を、グラフで整理した図である。 

 

【図１：保護者アンケート集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 分析および考察 

   ア 今年度の全体的な傾向 

(ｱ) 昨年度までは紙媒体による回答方法だった。今年度は、Googleフォームと紙媒体の２種
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10）児童生徒のために、地域社会や関係機関と連携して教育活動

を進めている。

09)児童生徒の充実した教育のために、保護者と信頼関係を築きな

がら連携を図っている。

08)保護者や地域社会に対して、学年通信、学校だより、ホーム

ページを通して、教育活動などの情報を発信している。

07)児童生徒の安全と健康を十分に考慮して教育活動を行っている。

06)児童生徒の将来を見据えた進路指導を行っている。

05)交流及び共同学習や校外学習など地域資源を積極的に活用した

教育活動を行っている。

04)児童生徒一人一人に応じた「個別の教育支援計画」「個別の指

導計画」を作成し、活用している。

03)児童生徒の「わかる（理解）・できる（技能）・やりたい（意

欲）」が高まる授業や行事を行っている。

02)体罰やいじめのない、安全・安心の学校づくりに取り組んでい

る。

01)学校教育目標、経営方針、重点目標に沿った教育活動を具体的

に展開している。



 

類の方法で実施したが、94％と高い回答率となった。 

(ｲ) 全ての項目（全 10項目）で、「達成できている」と「おおむね達成できている」の評価

が 97％以上と、石狩紅葉山校舎の教育活動に高い評価をいただいた。 

   イ 高評価項目 

(ｱ) 全ての項目で、高い評価をいただいた。 

(ｲ) 「達成できている」の評価が一番高かった項目は、『児童生徒一人一人に応じた「個別の

教育支援計画」「個別の指導計画」を作成し、活用している』だった。また、次に評価が高

かった項目は、『児童生徒の充実した教育のために、保護者と信頼関係を築きながら連携を

図っている。』だった。この結果は、個別の教育支援計画や個別の指導計画を保護者と連携

して作成し、それらを根拠とした学習を推進することができたことに対する評価ではない

かと推測される。 

   ウ 低評価項目 

(ｱ) 「あまり達成できていない」の割合が、2.1％と 2.2％の項目が三つあったが、低評価と

して判断する項目はなかった。 

(ｲ) 「達成できていない」の評価をいただいた項目はなかった。 

   エ その他（自由記述欄含む） 

(ｱ) 評価点やコメントから全体をとおして高い評価をいただいた。この結果から、石狩紅葉

山校舎の取り組みに対して、一定の理解をしていただけているのではないかと推測される。 

(ｲ) その中で、保護者連絡や教職員の離着任についての御意見をいただいた。この点につい

ては、学級通信等を活用して保護者に連絡することとし、今年度中から取り組む。 

(ｳ) 今回の回答率を受けて、次年度から、保護者アンケートは紙媒体を廃止し、Googleフォ

ームのみとする。 
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単位（％） 

２ 教職員評価について 

 (1) 回答率 

ア 石狩紅葉山校舎小学部・養護教諭 100％（15名提出／15名在籍） 

  イ 石狩紅葉山校舎中学部      100％（6名提出／6名在籍） 

  ウ 石狩紅葉山校舎全体       100％（21名提出／21名在籍） 

(2) 結果   

ア 評価点    

評価Ａ：達成できている      評価Ｂ：おおむね達成できている 

評価Ｃ：あまり達成できていない  評価Ｄ：達成できていない。 

イ 図２は 20の評価項目を、グラフで整理した図である。 

 

【図２：教職員自己評価集計】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
47.6

23.8

23.8

38.1

28.6

14.3

14.3

14.3

28.6

19.0

19.0

33.3

33.3

14.3

4.8

14.3

23.8

9.5

14.3

14.3

52.4

76.2

71.4

61.9

61.9

76.2

81.0

85.7

66.7

81.0

76.2

66.7

57.1

81.0

85.7

61.9

76.2

85.7

76.2

85.7

4.8

9.5

9.5

4.8

4.8

4.8

9.5

4.8

9.5

23.8

4.8

9.5

20)教育公務員としてあらゆる人権侵害・差別のない社会の実現に

寄与するという自覚と責任をもち、服務規律の遵守に努める。

19)教職員がお互いの良さを認め合い、チームとして力を発揮する

とともに、計画的な仕事の進め方により、業務の効率化に努める。

18)保護者や地域、関係機関等に対して的確な情報提供や説明等を

行い、信頼関係に基づく開かれた学校経営に努める。

17)健康で、安全・安心な学校生活のため、学習指導を充実すると

ともに、環境整備や危機管理体制（含感染予防等）の充実に努…

16)教職員の知的障がい教育にかかる専門的、資質の向上を図るた

めの授業改善を中心とした研修の充実に努める。

15)学校運営協議会（ＣＳ）、保護者や地域等と連携した教育活動

を推進し、地域の特別支援教育のセンター的役割を発揮して、…

14)教職員一人一人が能力・特性を発揮し、積極的な経営参画のも

とに、目標達成を目指して協働する組織運営に努める。

13)共生社会の礎となる交流及び共同学習や居住地校交流（地域学

習）を継続し、地域の活用を一層進め、地域と共に歩む教育活…

12)家庭や地域、関係機関等と連携し、キャリア教育の視点から計

画的・系統的な進路指導の充実に努める。

11)学校の教育活動全体を通じて、人を思いやる心や豊かな心情、

健康で安全な生活を営む力など、社会生活を豊かに生きるため…

10)「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を基に個別の課

題を明確にした指導・支援の充実に努める。

09)計画的・組織的な授業改善に努める。

08)児童生徒の人権を尊重し、個々の実態に応じた教育を推進し、

学習の個別化と最適化を図るための教育内容や方法の改善に努…

07)学習指導要領の各教科等や自立活動の目標・内容等を踏まえ、

主体的・対話的で深い学び、協働的な学びの実現に努める。

06)校舎間の連携と教育活動の計画・実施

05)働き方改革を意識した業務の効率化と教材研究時間の確保、ま

た、そのための協働体制の構築

04)児童生徒の命を守り、健康で安全・安心な生活を維持・継続す

るための取り組みの充実（感染症予防のための基本的対応の徹…

03)地域資源の把握と有効活用の在り方の整理・検討、地域貢献を

意識した学習活動の充実

02)研究研修の充実による専門性の向上及び成果の発信（ＩＣＴの

効果的活用を含む）

01)目指す児童生徒の姿に迫る、個別化・最適化された学習と適切

に課題設定された授業づくり



 

(3) 分析および考察 

ア 今年度の全体的な傾向 

   (ｱ) Googleフォームで実施し、回答率は 100％だった。 

(ｲ) 全 20項目中、「達成できている」と「おおむね達成できている」の合計が、一項目のみ 90％

を下回ったが、他の 19項目は全て 90％以上の評価となった。 

  イ 高評価項目 

「達成できている」の評価が一番高かった項目は、『教育公務員としてあらゆる人権侵害・差

別のない社会の実現に寄与するという自覚と責任をもち、服務規律の遵守に努める。』だった。

次に高かった項目は、『健康で、安全・安心な学校生活のため、学習指導を充実するとともに、

環境整備や危機管理体制（含感染予防等）の充実に努める。』だった。 

この結果は、学校教育目標の具現化に向けて、グランドデザインにあるコンプライアンスに

関わることや命を守る教育、また、人権を尊重した指導及び支援や、マルトリートメントなど

を教職員が強く意識することができたからではないかと推測される。 

  ウ 低評価項目 

『働き方改革を意識した業務の効率化と教材研究時間の確保、また、そのための協働体制の

構築』の一項目について、「達成できている」と「おおむね達成できている」の合計が 90％を下

回り、76.2％だった。 

この項目の改善をねらい、働き方改革アクションプランにある「改革を自分事に」「自走する

チーム」「地域との協働」の視点に照らし合わせ、次のとおり具体的に取り組む。 

(ｱ) 改革を自分事に 

ａ 業務や行事の精選や平準化にチームで推進する。 

ｂ Googleワークスペース及び Microsoftチームスのより一層の利活用を推進し、スムーズ

な情報共有や業務推進に取り組む 

(ｲ) 自走するチーム 

ａ 各教職員が自らの役割を理解して主体的な行動を意識し、目標達成に向けて積極的に業

務を推進する。 

ｂ 教職員間で活発な対話を行い、互いに支え合い、協働しながら業務を進める。 

ｃ 安心して自分の考えや気持ちを伝えられる職場環境を確保し、心理的安全性を高める。 

(ｳ) 地域との協働 

ａ 社会に開かれた教育課程の実現に向け、隣接する石狩市学び交流センターや地域との連

携を強化して、教育的効果の高い学習を推進する。 

ｂ 学校運営協議会を活用し、地域資源を生かした教育活動の充実を推進する。 

  エ その他（自由記述欄含む） 

マルトリートメントの重要性について意見があった。次年度も教職員全体で共通理解を図り、

学校全体の取り組みとして推進する。 

 

３ まとめ（学校課題及び今後に向けての改善の方向性等） 

保護者、教職員ともに比較的高い評価になった。結果を受け、重点教育目標や学校ビジョンの達

成、学習指導、保護者との連携等の取り組みついて一定の成果があると確認することができた。 

一方で、教職員については、働き方改革に係ることについて課題があることが明らかになった。 



 

次年度に向け、評価結果を踏まえ、ワークライフバランスを意識した働き方をねらい、業務改善

及び業務の平準化に取り組む。また、様々な連絡体制（電話、紙媒体、ICT等）により、保護者との

連携を強化する。 

そして、個々の教職員が今年度以上に学校経営への参画意識をもち、全ての教職員が連携してカ

リキュラム・マネジメントを推進し、自走するチームを作る。 


